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＜病棟連絡事項＞
・皮膚科診察時の入力について…

　⇒誤ってタイトルが精神療法になっていることがあるため、※にすることを忘れないこ

と！！
・治験、薬局スタッフより…

　⇒治験中の患者様の誤薬（治験薬や定期・臨時）が目立つため、細心の注意を払って対

応をするようにして下さい。

・生協診療所より…
　⇒1/25（金）9時過ぎに原Dr.が来院され、フェントス0.5mgの処方をされるとのことで

す。
・避難訓練に関して…

　⇒2/5（土）に夜間想定の避難訓練を実施予定です。出火場所は西病棟の喫煙室で、松沢

Ns（柴田Ns）主体で対応をしていただくこととしています。
※各自マニュアルの確認し、また上記は患者様へは当日まで伝えないで下さい。
＜患者様連絡事項＞
・夏堀　麗紗様～東病棟Bユニットから西病棟Bユニットへ転入となっています。
・成田　賀枝様～1/31（木）17時から御家族・主治医面談実施予定です。
・鎌田　慶一郎様～本日入院形態が医療保護入院から任意入院へ変更になっています。御

家族へは連絡済みです。また、御家族が遠方であることから今後開放

病棟へ移るにあたって、初回の現金は当院（本人宛）に現金書留で郵

送されることとなっています。今後金銭管理をどのようにしていくか、

検討をしていく必要があります。
・丸尾　貴史様～本日から本人の現金は本人のチェストにて管理をしていくこととしてい

ます。また、チェストキーは本人の希望にて詰所管理としています。
＜馬渡Dr.患者様診察情報＞

・榊　典章様～本人より部屋の乾燥について不満訴えがあります。血液検査結果、ｒGTの
値が改善傾向、ビリルビンの数値は高値だが悪化はしていないため、引き
続き内服継続していく事説明を受けています。
また、本人様より元々魚は食べていなかったが、入院して魚を食べるよう
になってから掻痒感が出現したため、「食事どうにかなりませんか。」と訴
えあり。本日アレルギーの採血（至急）実施し、栄養スタッフに連絡し、

本日から魚を禁食としています。
・松村　康憲様～調子は良いと話されています。診察時、「節酒に変わりました。」と発言

が聞かれています。主治医より、断酒のためにプログラムを実施してい
ることを改めて説明受けています。お酒と今後どのように向き合ってい
くかは、入院を勧めてくれた家族とも相談して見るよう助言を受け「は
い。」と返答があります。採血結果にて肝機能が改善してきている事、栄
養状態が改善していることを説明されています。
・西川　和恵様～主治医の質問に首を振り返答している。言葉で伝えるよう説明すると、「し
ゃべれないんです。」との発言があります。流涎がみられ、ビペリデン塩
酸塩錠（1）加剤となっています。
・阿部　文香様～眠気強く、診察前に数回声かけするが傾眠し診察に来られない状況で、

再三の声掛けにてようやく診察に来られています。生理が近いこともあ

りやや多弁となっているため、器物破損等に注意して下さい。診察中は
主治医の質問に穏やかに受け答え出来、臨時薬処方継続の指示がありま

す。
・栃木　春子様～アルツハイマー型認知症の診断があります。また今後南病棟への移動候

補としていくよう指示があります。施設入所の方向で進めていくように

とのことです。
診察時、先祖に苦しめられているが詳しく話したくないと話されていま

す。「目が見えなくなってしまう。看護婦さんに白内障と言われた。」と
話され、表情は硬いです。ビベリデン塩酸塩錠内服中止、抑肝散加陳皮
半夏が臨時処方となっています。
・丸尾　貴史様～診察時、携帯電話に妻様家族や兄妹様から連絡くることが怖いとの訴えがあり、ご本人様と相談して携帯電話は病棟預かりとしています。御家族様から病棟に連絡来た際は、ご本人様の調子のいい時に折り返しをすることとしています。臨時薬はイフェクサーを中止し、リフレックス追加にて処方の指示があります。

・佐々木　康子様～1/18、1/19にやや興奮しスタッフに対し攻撃的となる場面もあったが、

それ以降は落ち着いて過ごす事が出来ています。食事は3食食べる日も
あれば昼夕拒食することもあるなどむらがあり、本人に理由を問うが「食
べたくないときはたべません」とのみ話し、異常体験の関与は不明です。
　　　　　　　　以前の診察時、唾が溜まるとの訴えあるが、口数が少なく、確認は出来

ていません。臨時薬は明日からレキサルティが1→2mgに増薬となります。
・戸賀沢　潔様～飲水チェック表を見せ、隠れて飲んだのも書いていますとの発言があり

　　　　　　　　ます。採血結果HbA1cの値が悪化している為、間食を控えるよう説明を

　　　　　　　　受けています。
＜馬渡Dr.患者様退院支援会議記録＞

・榊　典章様～現在アルコール依存症治療プログラムⅡ期中。自宅退院に向けた支援を継

続していきましょう。
・松村　康憲様～本人より断酒から節酒に気持ちが変わったとの訴えがあります。左記に

変わったきっかけについて、ゼロの会にて他患者様の発言がきっけにな

ったとの発言があります。
・西川　和恵様～引き続き、御家族・関係機関と共に施設の選定をすすめていきましょう

・阿部　文香様～各プログラムの参加拒否はありませんが、多弁さが目立っています。生

理も近づいているため、器物破損行為に注意していきましょう。
・栃木　春子様～失見当、幻視様の訴え、依存的な言動が目立っています。アルツハイマ

ー型認知症の診断もつき、今後病棟移動も視野に入れて看護介入を行っ

ていく必要があります。御家族へも上記を情報提供し、施設入所に向け

た支援も行っていきましょう。
・丸尾　貴史様～外出中に手が震える、他人の目が気になるとの発言があります。実家北

海道への帰郷も視野にいれていましたが、生保から引っ越し資金が出な

いとのことで、しばらくはアパートにて単身生活をすることになるよう

です。金銭管理方法も含め、必要な支援を継続していきましょう。
・佐々木　康子様～金銭に関することが本人の病状悪化につながる可能性もあるようです。
　　　　　　　　　長期的に入浴を拒否されていましたが、1/19に自主的に入浴をされて

います。精神症状の変動に注意して支援を継続していきましょう。
・戸賀沢　潔様～主治医より施設の選定を進めていくようにとの指示があるため、関係機

関と共に進めていきましょう。
＜要注目患者様ケース検討＞

・中居　松男様～多弁、多動、威嚇行為があります。昼食後、不穏時の頓服薬リスペリド

ン内用液1mgを服用されています。所在と精神症状の変動に注意して観

察を行って下さい。
・高橋　義明様～独語、疎通不良さが目立っています。夜間の睡眠不安定さもあるため、

適宜頓服を使用し、症状安定を図っていきましょう。
＜転入患者様情報＞

■夏堀　麗紗様（19）
　病名：適応障害　うつ病　入院形態：任意　主治医：田名部Dr.
　⇒スマートフォンはスタッフ預かりです。必要時に本人が詰所に取りに来ることとなっています。

　⇒嗜好品：スタッフ管理

　⇒買い物：お菓子類の差し入れは時々あるとのこと。カードは利用しておらず、必要時には私物発注伝票使用していたとの事。 

　⇒退院先：もともと祖母と住んでいた自宅へ退院の予定だが、祖母は施設へ入所中。退院後は就労を希望しています。
　※詳細はカルテを参照して下さい。

